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　デジタルフォントにおけるOpenType機能や、可変的な表

現を可能にするバリアブルフォント形式の機能を用いて、新

しい書体表現の可能性を模索します。また、その制作プロセ

スにおいても効率化を測り、より柔軟に美しい書体表現を

探究していきます。

研究内容

　バリアブルフォントを利用した書体の開発や地域の特色

を表現し魅力をアピールするための書体開発ができます。

　また企業と連携する事に関しては、企業ブランディングと

いう視点において他社との差別化や独自のアイデンティティ

を「コーポレートフォント」として表現することや、サービスや

UIにて使用するユーザビリティを考慮した特殊な機能を有す

るフォント開発などを行える可能性があります。

地域・産学連携の可能性


